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芸 術

１ 学習指導の工夫・改善

(1) 各教科等における探究的な学び

新学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力や現代的な諸課題に対応して求め

られる資質・能力を育成するために、教科等横断的な学習を充実させることが求められ

ている。

各教科においては、「探究」の名称が付されていない科目等についても、それぞれの

内容項目に応じて、探究的な活動は取り入れられるべきものである。各教科における探

究的な学びには、探究のプロセス全体を通して資質・能力を育成するだけでなく、「整

理・分析」や「まとめ・表現」など探究のプロセスの一部に焦点を当てることも考えら

れる。この際、「考えるための技法」を効果的に活用することが重要である。

芸術科においては、扱う題材を通して育む資質・能力に応じて、探究のプロセスであ

る「課題の設定」、「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」の活動を適切に取

り入れながら、各科目の特質に応じた見方・考え方を働かせた学習活動を推進していく

必要がある。その際、主体的に学習に取り組む場面をどこに設定するか、対話によって

自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか、学びの深まりをつく

りだすために、生徒が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかなど、

主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善を進めることが重要である。

音楽においては、生徒自らが感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素

とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、音楽の文化的・歴史的背景などと関

連付けながら、自分なりの表現意図をもって音楽で表現したり、曲のよさや美しさを味

わいながら鑑賞する能力をより深めていくことが重要になる。

美術・工芸においては、生活や社会の中の美術や美術文化、工芸や工芸の伝統文化と幅

広く関わる資質・能力の育成を目指すとともに、学習指導要領の〔共通事項〕で示されて

いる、造形を豊かに捉える多様な視点の育成のため、「表現」と「鑑賞」を相互に関連させ

た学習の充実を図り、学習活動の様々な場面に試行錯誤の機会を設ける必要がある。特に

「鑑賞」においては、美術の働きや美術文化、工芸の働きや工芸の伝統と文化に関する鑑

賞の機会について改善することが重要になる。

書道においては、主体的・対話的で深い学びを軸とし、自らの意図に基いて構想し工

夫・調整しながら学習を深めていくことが求められる。加えて探究的な学習活動を効果

的に設けるなど、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能

力を育成することが重要になる。

(2) 教科等横断的な視点を意識した年間指導計画の作成

芸術科においては、教科等横断的に現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

を育成する観点から、芸術的な感性を生かし心豊かな生活や社会的な価値を創り出す創

造性を育むことが求められている。年間指導計画の作成に当たっては、他教科や総合的

な探究の時間との関連を考えながら、題材の選択、学習内容や学習時期の設定等を適切

に考えていく必要がある。
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次の表は、音楽Ⅰの年間指導計画の例である。

教科名 芸 術 科目名 音 楽 Ⅰ

科目の目標
音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中

の音や音楽、音楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成する。

履修学年 １学年 単位数 ２単位

月 題材名 学習内容 評価規準 評価方法 関 連

校歌を表 【音楽・美術・書 【知】曲想と音楽の構造や歌詞、文 ※ワ－ク ※総合的な探究の
現しよう 道の３科目による 化的・歴史的背景との関わりにつ シ－ト 時間「高校 ３

合同授業形式】 いて理解している。 の記述 年間の生活 を
①学校や地域の歴 【技】曲にふさわしい発声、言葉の 内容 デザインし よ
史的背景と校歌 発音、身体の使い方などの技能を う」と関連

4 の歌詞の内容と 身に付けている。 ※歌唱
の関わりを理解 【思】音楽を形作っている要素や要 ※書道、美術の「イ
する。 素同士の関連を知覚しそれらの働 メ－ジを表現し

②校歌を知覚・感受 きを感受しながら、知覚したこと よう」と関連
し、楽曲にふさ と感受したことの関わりについて
わしい表現方法 考え、どのように歌うのかについ
を考えて歌唱す て表現意図をもっている。
る。

③校歌の歌詞の表
す心情や情景を
絵や書で表す。

地域に伝 ①子守歌を知覚 【知】①曲想と音楽の構造や歌詞、文化 ※ワ－ク ※国語科の「詩の
わる音楽 ・感受し、楽 的・歴史的背景との関わりにつ シ－ト 解釈」との関連

曲にふさわし いて理解している。 の記述
教 材 曲 い表現を考え (歌唱) 内容 ※地理歴史科の
→「子守歌」 歌唱する。(歌 ②音素材を連ねた時の響き、音階 「地域の歴史」
(地域に伝 唱) や音型などの特徴及び構成上の ※グル－ と関連
わる伝 承 ②子守歌の歴史 特徴について表したいイメ－ジと プ及び
歌) 的・文化的背 関わらせて理解している。(創 ペアの ※家庭科の「地域

景等を理解す 作) 学習の のくらしと伝統
る。(歌唱) 【技】①曲にふさわしい発声、言葉の発 様 子 食」と関連

9 ③子守歌と人々 音、身体の使い方などの技能を (観察)
の生活の関わ 身に付けている。(歌唱)

～ りについて考 ②創意工夫を生かした創作表現を ※歌唱
え、伝承歌の するために必要な、反復、変化、

10 価値や意味を 対照などの手法を活用して音楽 ※作品(楽
理解する。(歌 を作る技能を身に付けている。 譜)
唱) (創作)

④子守歌の歌詞 【思】①音楽を形づくっている要素や要
に自分達で旋 素同士の関連を知覚し、それら
律を作り、新 の働きを感受しながら、知覚し
しい子守歌を たことと感受したことの関わり
作曲する。(創 を考え、どのように歌うかにつ
作) いて表現意図をもっている。(歌

⑤作曲した「子 唱)
守歌」を地域 ②リズム、速度、旋律、強弱等を
の文化祭で発 知覚しそれらの働きを感受しな
表する。(創作) がら、知覚したことと感受した

ことの関わりについて考え、ど
のように音楽を作るかについて
表現意図をもっている。(創作)

筝の魅力 ①筝曲「さくら」【知】曲想と楽器の音色や奏法との ※ワ－ク ※総合的な探究の
を知覚・感受 関わり及びその関わりによって生 シ－ト 時間「国際理解

教 材 曲 し、音色や奏 み出される表現上の効果について の記述 (日本のよさや
→「さくら」 法を工夫しな 理解している。 内容 美しさを紹介し

がら、楽曲に 【技】曲にふさわしい奏法、身体の よう)」と関連
ふさわしい表 使い方どの技能を身に付けてい ※演奏

11 現をする。 る。
【思】音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚しそれらの
働きを感受しながら知覚したこと
と感受したことの関わりを考え、
どのように演奏するかについて表
現意図をもっている。
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２ 新学習指導要領における指導と評価の計画例 

  次に、新学習指導要領を踏まえた具体の学習指導計画について、科目別に示す。 

 (1) 音楽Ⅰの計画例 

ア 題材名 ピアノの演奏表現を聴き味わおう 

イ 内容のまとまり 「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞及び〔共通事項〕(1) 

ウ 教材名 「子犬のワルツ」（作曲：F.ショパン） 

    本題材では、演奏者による表現の違いにスポットをあて、鑑賞する。そのことから、

知識・技能における目標や評価規準において「演奏の表現上の効果」として、演奏者

による様々な工夫について学習することを明示している。教材の「子犬のワルツ」は

強弱やテンポの設定や変化の幅が演奏者によって異なる楽曲であり、全体を鑑賞して

も２分に満たず、繰り返し比較鑑賞するのに適した教材であると考え設定している。

学習に当たっては、ICT 機器を用いて演奏を聞き比べたり繰り返し聴いたりして、どの

ような表現が相応しいか生徒それぞれが考えられるように指導する。 

エ 題材の目標 

   (ｱ) 曲想や演奏の表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解する。（「Ｂ鑑

賞」(1)イ及び〔共通事項〕(1)イ） 

   (ｲ) 強弱、テンポを知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受した

こととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対する評価とその根拠につい

て考え、音楽のよさや美しさを自ら味わって聴く。（「Ｂ鑑賞」(1)ア及び〔共通事

項〕(1)ア） 

   (ｳ) 演奏表現の違いに関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組むとと

もに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽を愛好する心情を養う。 

オ 題材の評価規準 

カ 題材の指導と評価の計画（３時間） 

時 ○学習内容  ・学習活動 知 思 態 

１ 

 

問い：この曲の特徴はどのようなところだろうか。 

○「子犬のワルツ」の概要を知る。 

・楽曲を３つの部分に分けて鑑賞し、曲想と音楽の構造との関わ

りについて、整理する。 

問い：どのようなところに演奏の特徴が表れるだろうか。 

○最初に聴いた演奏と異なる演奏を聴き、演奏の表現上の効果の

違いがどういったところからきているか、考える。 

・演奏を聴き比べ、演奏の表現上の効果の違いと演奏の特徴（強

弱やテンポ等の扱い）との関わりを考える。 

・自分にとって「この曲に相応しいと思う表現に一番近い演奏」

と感じた演奏を１つ選び、理由を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知 曲想や演奏の表

現上の効果と音楽

の構造との関わり

について理解して

いる。 

 

思 強弱、テンポを知覚し、それらの働きを感受

しながら、知覚したことと感受したこととの関

わりについて考えるとともに曲や演奏に対す

る評価とその根拠について考え、音楽のよさや

美しさを自ら味わって聴いている。 

態 演奏表現の違いに関心

をもち、主体的・協働的に

鑑賞の学習活動に取り組

もうとしている。 

 

振り返りシ

ートの記述

のほか、グ

ループでの

交流におけ

る取組の状

況等も観察

する。 
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時 ○学習内容  ・学習活動 知 思 態 

２ 

 

問い：どのような表現が相応しいだろうか。  

○様々な表現を聴き味わう。 

・ICT 端末を用い、様々な演奏を聴き比べたり、繰り返し聴いた

りして演奏の表現上の特徴と演奏の特徴（強弱やテンポ等の違

い）とに注目しながら、楽曲を聴き味わう。 

・鑑賞した中から再度「この曲に相応しいと思う表現に最も近い

演奏」を選び、楽曲と演奏についてそのよさを紹介する文章を

作成する。 

  

 

 

 

 

 

思 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

問い：なぜ様々な表現が生まれるのだろうか。 

○表現の違いについて考える。 

・グループで作成した文章と選んだ演奏を紹介し合い、意見交流

する。 

・学習したことを踏まえて問いについて考え、題材全体の振り返

りの文章を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態 

キ 学習指導案（２時間目／３時間中） 

本時の目標：様々な演奏を聴き味わい、楽曲と演奏についてそのよさを紹介する文章を作成することが

できる。 

過程 〇学習内容 ・学習活動 ●指導上の留意点 ◆評価方法 

導入 

５分 

〇前時の学習を振り返り、本時の学習の見通しを

もつ。 

・演奏表現の多様性について確認する。 

・本時の目標を確認する。 

●前時に作成した文章を紹介したり、再度演奏

を聴いて演奏上の効果の違いを確認したり

して、学びのつながりを意識させた上で、本

時の学習の見通しがもてるようにする。 

展開 

30 分 

〇ICT 端末を用い、様々な演奏を聴き比べ、演奏

のテンポや強弱等の違いに注目しながら、聴き

味わう。 

・提示されたリストや検索により、聴く演奏を選

択する。 

・楽曲の特徴を踏まえながら聴き、曲想や表現上

の効果の違いと演奏の特徴（強弱やテンポ等）

との関わりについて考え、メモに残す。 

●演奏の比較に当たっては、演奏の表現上の効

果の違いに関する学習を踏まえて、この曲に

相応しい表現はどのようなものなのか自分

なりに考えながら演奏を聴き比べられるよ

うに指導する。 

●様々な演奏を聴けるよう整理されたリスト

を作成したり、検索に当たってのヒントを伝

えたりするなど、スムーズに鑑賞に移行でき

るように工夫する。 

まとめ 

15 分 

〇鑑賞した中で、この曲に相応しいと思う表現に

最も近い演奏を選び、楽曲と演奏についてその

よさを紹介する文章を作成する。 

・鑑賞を振り返り、曲想や表現上の効果と演奏の

特徴との関わりについての考えを整理する。 

・自分の感じ取ったことや考えが伝わるよう、楽

曲と演奏についてよさを紹介する文章を作成

する。 

●文章の作成に当たっては、考えがよりよく伝

わるよう、曲想や演奏の表現上の効果と音楽

の構造との関わりについて自分が考えたこ

とを根拠として盛り込むよう指導する。 

●関連して、文章表現をスムーズに行えるよ

う、テンプレートを用意する。 

◆作成した文章【思考・判断・表現】 

 

 

「総合的な

探 究 の 時

間」で既習

の「情報の

収集」、「整

理・分析」を

活用する。 
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＜第２時（後半）におけるワークシートの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ク 観点別学習状況の評価例 

(ｱ) 知識・技能の評価について 

(ｲ) 思考・判断・表現の評価について 

「おおむね満足できる」

状況(Ｂ)と判断するポ

イント 

「子犬のワルツ」について、曲想や演奏の表現上の効果と、音楽を形づ

くっている要素の特徴とを関連付けておおむね妥当な内容を書いている。 

「十分満足できる」状況

(Ａ)と判断する例 

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて的確に理解し、妥

当な内容を具体的かつ詳細に書いている。 

「努力を要する」状況

(Ｃ)と判断する生徒へ

の働きかけの例 

例えば、曲想や表現上の効果と音楽の構造とをうまく関連付けて考えら

れていない生徒については、ワークシートの記述をもとに、捉えた曲想と

関係のある音楽を形づくっている要素に意識を向けられるよう対話する

などして働きかける。 

「おおむね満足できる」

状況(Ｂ)と判断するポ

イント 

「子犬のワルツ」と自身が選択した演奏のよさについて、本題材の学習

を踏まえ、強弱やテンポ等の要素の働きと感受したこととを関連付けなが

ら考え、おおむね妥当な内容を書いている。 

「十分満足できる」状況

(Ａ)と判断する例 

強弱とテンポ等の要素の働きと感受したこととを適切に関連付けなが

ら考え、具体的な事項を根拠として挙げながら、妥当な内容を具体的かつ

詳細に書いている。 

「努力を要する」状況

(Ｃ)と判断する生徒へ

の働きかけの例 

例えば、楽曲のよさについては書けているが、選択した演奏のよさにつ

いての文章作成の活動が停滞している場合には、自身が聴き比べた演奏に

ついてのメモからそれぞれの違いについて改めて考えさせるとともに、前

時の学習で捉えた楽曲の特徴等と照らし合わせてそれぞれの演奏の価値

を見いだせるよう対話するなどして働きかける。 

知覚したことと感受したこととの関わりについて再度考える

よう促す。 

文頭と文末の基本形を示しておき、書き出しに困ることなくス

ムーズに文章の作成に入れるようにするとともに、生徒同士の

様々なやりとりも効率的に行えるようにする。 
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(ｳ) 主体的に学習に取り組む態度の評価について 

 

 

 

「おおむね満足できる」

状況(Ｂ)と判断するポ

イント 

・各時の学習活動において、生徒の活動の様子、発言やつぶやき等を観察

する。また、ワークシートの記述内容から取組の状況について評価し、

補完的に扱いながら、第３時に総括的に評価する。 

・ワークシートに「学習の振り返り」の欄を設け、各時間の自己の学習を

振り返り、自らのよかった点や改善点等について記述することや、次の

学習に見通しをもって取り組めるような内容を記述することをあらか

じめ指導する。 

「十分満足できる」状況

(Ａ)と判断する例 

・観察において、ICT 機器を活用し様々な演奏を聴き比べる場面で楽曲の

特定の箇所を繰り返し聴いたり、聴き比べたりするなど、自ら鑑賞のね

らいをもって学習に取り組んでいる様子がうかがえる。  

・ワークシートにおいて、学習課題を自分事と捉えて具体的に考えを記述

するとともに、自らの学習状況を把握し、自己の学習を調整しながら取

り組んでいる状況等を見取ることができる。  

「努力を要する」状況

(Ｃ)と判断する生徒へ

の働きかけの例 

・例えば、題材の第２時における「楽曲と演奏についてそのよさを紹介す

る文章を作成する学習活動」において、活動が自身の考えを整理するこ

とに向かっていない生徒に関しては、それまでのワークシートの記述に

基づいて対話したり、一緒に鑑賞したりして、考えさせたり、自分の思

いに気付かせたりしながら、学習の進め方等について見通しがもてるよ

う支援する。 

・例えば、ワークシートの「学習の振り返り」を記述する際に、適正な自

己評価ができていない生徒に対しては、本時の学習のねらいに沿って、

振り返る内容を確認させ、本時の活動の様子について質問したり、その

時間のワークシートへの記述等を見直すように助言したりするなどし

て、ねらいに沿った振り返りができるよう支援する。 
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 (2) 美術Ⅰの計画例  

ア 題材名 ロゴタイプを刷る 

イ 内容のまとまり 「Ａ表現」(2)デザイン、「Ｂ鑑賞」(1) 鑑賞ア(ｲ)、イ(ｲ) 

及び〔共通事項〕 

ウ 題材の目標 

(ｱ) 「知識及び技能」に関する題材の目標 

・造形的な要素である形体や色彩の働き、それらが感情にもたらす効果、造形的

な特徴などを基に、様式などで捉えることを理解する。（〔共通事項〕） 

・版種やロゴタイプの特性を生かしているとともに表現方法を創意工夫し、目

的や計画を基に創造的に表す。（「Ａ表現」(2)イ） 

(ｲ) 「思考力・判断力・表現力等」に関する題材の目標 

・使う場面を想定するなどデザインの機能や効果、ロゴタイプや版種の特性な

どについて考え、創造的な表現の構想を練る。（「Ａ表現」(2)ア） 

・目的や機能との調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、創造的な表

現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深める。（「Ｂ鑑賞」(1)ア） 

・デザイン作品から美意識や創造性などを感じ取り、日本のデザインの歴史や

文化について考え、見方や感じ方を深める。（「Ｂ鑑賞」(1)イ） 

(ｳ) 「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標 

・主体的に身の回りのデザインを見つめ感じ取ったことを基にした表現の創造

活動に取り組もうとする。 

・主体的に作品の造形的なよさや洗練された美しさを感じ取り、作品や美術文

化の鑑賞の創造活動に取り組もうとする。 

エ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

知  形体や色彩の機能

や、それらが感情にもた

らす効果、造形的な特徴

などを基に、様式などで

捉えることを理解してい

る。 

 

技  ロゴタイプや版種

の特性を生かしていると

ともに表現方法を創意工

夫し、目的や計画を基に

創造的に表している。 

発  使う場面を想定す

るなどデザインの機能や

効果、ロゴタイプや版種

の特性などについて考

え、創造的な構想を練っ

ている。 

 

鑑 目的や機能との調和

のとれた洗練された美し

さや創造的な表現の工夫、

美意識や創造性を感じ取

り、日本のデザインの歴史

や文化について考え、見方

や感じ方を深めている。 

態表  主体的に身の回

りのデザインを見つめ感

じ取ったことを基にした

表現の創造活動に取り組

もうとしている。 

 

態鑑  主体的に作品の

造形的なよさや洗練され

た美しさを感じ取り、作

品や美術文化の鑑賞の創

造活動に取り組もうとし

ている。 
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オ 題材の指導と評価の計画（９時間） 

時 ねらい、言語活動等 知 思 態 

１ 

（１時間） 

文字や記号のデザインについて鑑賞し、 

身の周りのロゴタイプを探して観察する。 
○ ○ ○ 

２～３ 

（２時間） 
ロゴタイプを創る。  ○ ○ 

４～５ 

（２時間） 
シルクスクリーンの製版をする。 ○  ○ 

６～７ 

（２時間） 
シルクスクリーンの試し刷りをする。 ○  ○ 

８ 

（１時間） 
シルクスクリーンで刷る。 ○ ○ ○ 

９ 

（１時間） 

自他の作品を鑑賞し、鑑賞カードに記し、 

意見交流する。 
 ○ ○ 

   

カ 指導と評価の計画（１～３時間目／９時間） 

●学習のねらい・学習活動 知・技 思 態 留意点・評価方法 

作品鑑賞（１時間目／９時間） 

「文字のデザイン」 

●主体的に形体や色彩の

機能、それらが感情にも

たらす効果、造形的な特

徴などを基に、書体を様

式などで捉えることを

理解する。 

・既習事項としてレタリン

グの要点を確認する。 

 

●目的や機能との調和の

取れた洗練された美し

さや創造的な表現の工

夫、美意識や創造性を感

じ取るとともに、日本の

デザインの歴史や文化

について考え、見方や感

じ方を深める。 

・デザインの鑑賞の創造活

動に取り組む。 

 

 

知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鑑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態鑑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 鑑 態鑑 既習事項に差が

あることに配慮し、レタリング

の復習からロゴタイプへ発展

させて鑑賞させる。主体的に作

品の造形的なよさや洗練され

た美しさを感じ取るように促

す。 

【発言の内容、ワークシート】 

 

知  基本的な文字の構造を理

解し、ロゴタイプの特徴を捉え

たかを評価する。 

鑑 ロゴタイプの目的や機能

との調和のとれた洗練された

美しさや創造的な表現の工夫、

美意識や創造性を感じ取り、見

方や感じ方を深めているかど

うかを評価する。 

態鑑 主体的に造形的なよさ

授業の中で表れる能動的な姿から見取る 

 

ワークシート 
や活動の様子 

から見取る・ 

・試行錯誤な 

どの取組の 

様子から見 

取る ・・ 
 

 

丁寧さなど 

取組の様子 

から見取る 

 

 

鑑賞カー
ドから見
取る 
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・身の回りのものからロゴ

タイプを見付け出して

観察し、理解を深め自身

の創作活動につなげる。 

 

 

作品構想（２時間目／９時間） 

●主題を生成すること 

・使用する場面を想定する

など目的や条件、美しさ

などを考え、トートバッ

グに刷る言葉を選ぶ 

 

 

 

作品構想（３時間目／９時間） 

●構想を練ること 

・ロゴタイプの機能や効

果、特性などについて考

え、文字の構造の基本に

基づきながら創意工夫

し、また、版種の特性を

生かした刷りの工夫も

加味し、言葉のイメージ

にふさわしい姿を創造

的に表現の構想を練る。 

 

 

 

 

知 

 

 

 

 

 

 

鑑 

 

 

 

発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 

 

 

 

態鑑 

 

 

 

態表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

態表 

や洗練された美しさを感じ取

り、鑑賞の創造活動に取り組も

うとしているかを評価する。 

【発言の内容、取組の様子、ワー

クシート】 

※地理歴史科の近代史との関連 

 

 

発 態表  様々な使用場面を

想定させ、言葉を選定させる。 

よりよい姿を目指して試行錯

誤を重ねロゴタイプを考案さ

せる。 

刷りの複合的工夫により多様

な表現が可能であることも踏

まえて制作を進めさせる。 

【取組の様子、ワークシート】 

発 トートバッグを使う場面

を想定するなどして言葉を選

び、言葉のイメージにふさわし

い姿を、ロゴタイプの機能や効

果、版種の特性を生かし、創造

的に構想を練ったかどうかを

評価する。 

態表 主体的に身の回りのロ

ゴタイプを見つめ感じ取った

ことを基にした表現の創造活

動に取り組んでいたかどうか

を評価する。 

【取組の様子、ワークシート】 

    記号等の表記は、以下のとおりである。 

● 学習のねらい  ・ 具体的な学習活動の内容  □ 題材の評価規準  

【 】評価の方法・生徒の状況を見取る方法 

   授業の中で評価規準を通して、生徒の学習の実現状況を見取り、生徒の学習

の改善や教師の指導の改善につなげる留意点等 

※ 他教科との関連 

ゴシック体 題材の観点別学習状況の評価の総括に用いる評価についての評価方法や留

意点等 

 

地理歴史科との関連 

探究的な学習 

探究的な学習 

探究的な学習 
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  キ 学習指導案（２時間目／９時間） 

本時の目標：主題を生成し創造的に発想することができる 

過程 〇学習内容 ・学習活動 ●指導上の留意点 ◆評価 

導入 

３分 

○前時の既習事項の確認 

・鑑賞と表現を関連付けることを再確認する。 

○本時の内容の確認 

・２段階の制作活動の元となる発想の活動であることを

確認する。 

 

●文字の基本の構造を再確認させる。 

 

●知的財産権や表現と社会との関わ 

りについて配慮させる。 

展開 

45 分 

○ロゴタイプを制作する「語」を発想する 

・造形的に表現するための「語」を選ぶ。 

・トートバッグに刷って持ち歩くことを想定して「語」

を選ぶ。 

・近くの席の生徒同士で意見交換し、より相応しい「語」

の選定へつなげる。 

・その「語」に相応しい形の工夫の試行も始め、完成の

見通しを立て、困難が予想される場合は別の案も検討

する。 

●机間巡視し、発想を促す言葉が

けをする。 

●使用場面や、他人の目に触れる

ことにも配慮させる。 

 

◆持ち歩きに相応しい「語」を発

想しようとしていたか、製版に

適した文字数や密度のものを選

べたか確認する。 

まとめ 

２分 

○振り返りと次時の見通し 

・適当な「語」を選び出すことができたか確認する。 

●次回は文字の形を完成させ、製版

の原稿とすることを確認する。 

 学習指導案（３時間目／９時間） 

本時の目標：創造的に構想を練ることができる 

過程 〇学習内容 ・学習活動 ●指導上の留意点 ◆評価 

導入 

３分 

○前時の内容の確認 

・ロゴタイプを創る「語」を選ぶ。 

○本時の内容の確認 

・構想したものをよりよくするために、１つの案でも

様々な修正を加えたり、複数案を比較検討したりする

など、試行錯誤の末に形を決定する。 

・版の原稿とするための条件を確認する。 

 

 

 

●文字の構造を大切にさせる。 

●シルクスクリーンの特性を説明し、

刷りの工夫で表せることも知らせ

る。 

●次時の製版では本時作成の原稿

をなぞるため、最終的には明確

な形を描ききる必要があること

を周知する。 

展開 

45 分 

○ロゴタイプを制作する 

・その「語」に相応しい姿となるよう形を工夫する。 

・全体の統一感を失わないように原則を決めて描く。 

・文字であることを損なわないように注意して進める。 

・後の製版に備え、適当な密度に明確な線で仕上げる。 

●机間巡視し、進捗状況を確認する。 

●個々に原則を決めさせるが、含

まれる文字の形により例外とし

なければならない場合は柔軟に

対応させる。 

探究的な学習 

探究的な学習 

探究的な学習 
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●判断に迷ったり行き詰まったり

した場合は、別の案も描かせ比

較検討させる。 

◆相応しい姿・全体の統一感のあ

る形に工夫しようとしたか、製

版に適した密度に明快な線で描

けたかを確認する。 

まとめ 

２分 

○振り返りと次時の見通し 

・相応しい姿を全体の統一感をもたせて明確な線で形を

描けたか、このロゴタイプを次時に製版の原稿とする

ことを再確認する。 

 

●次時は製版することを確認する。 

◆進捗状況を確認し、特に線描が

不十分な場合は次時の初めに

整えさせる。 

［ワークシートの例］ 

 

中学校の既習事項

である「レタリング」

を復習する。 

代表的な明朝体と

ゴシック体を例とし

て示し、構造などの

要点や制作の手順な

どを確認する。 

授業では説明のみ

とし、必要な生徒が

任意で練習する。  

レタリングとは違

う、ロゴタイプ特有

の構造など制作の注

意 点 な ど を 記 す 。     

製版可能範囲を枠で

示し、複数の案を比

較・検討することを

促すため、枠を２つ

用意している。  
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[生徒の取組例] 

 

① ワークシート上で、構想を練る     ② 製版し、基本の刷りの要領を知る 

③ 背景色やグラデーションの試行      ④ 背景色の変更と、重ね刷りの試行 

           

[版種の特性を生かした工夫の例] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ① グラデーション               ② 背景色の違いによる対比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 色違いの対比                ④ 重ね刷り 
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［作品例］ 

 

トートバッグに作成したロゴを刷ったあと、作品の持ち帰りなどで実用することも可

能となる。また、持ち歩くことを前提に、様々な場面で他者の目に触れることに配慮する

デザインの制作活動となる。完成後、他の生徒のバッグを見るだけではなく、使用場面を

想像する鑑賞活動となる。 

 

ク 本事例における観点別学習状況の判断の例 

題材の評価規準 ◎Ａの具体例、■Ｃへの手立て 

知 形体や色彩の機能

や、それらが感情

にもたらす効果、

造形的な特徴など

を基に、様式などで

捉えることを理解し

ている。 

◎ロゴタイプの機能や、それらが感情にもたらす効果、造

形的な特徴などを基に、様式などで捉えることを幅広く

理解している。 

■より実感的に理解できるように、具体例を示すなどして

考えさせる。 

技 ロゴタイプや版種

の特性を生かして

いるとともに表現

方 法 を 創 意 工 夫

し、目的や計画を

基に創造的に表し

ている。 

◎ロゴタイプの特性を生かして創意工夫し試行錯誤を重

ねた末の案から、目的や計画を基に選りすぐり創造的に

表している。 

■文字の構造や様式の統一など確認しながら設計させる。 

◎版種の特性を生かして試行錯誤を重ねたことから得ら

れた技術を工夫して刷っている。 

■刷り方を実演するなど具体例を示し工夫させる。 

発 使う場面を想定す

るなどデザインの

機能や効果、ロゴ

◎使う場面を想定するなどデザインの機能や効果、ロゴタ

イプや版種の特性などについて繰り返し考え、創造的な

構想をよりよくすべく練り上げている。 
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タイプや版種の特

性などについて考

え、創造的な構想

を練っている。 

■使用場面や印刷などの具体例を示し、段階的に発想の手

がかりを与える。 

鑑 目的や機能との調

和の取れた洗練さ

れた美しさや創造

的な表現の工夫、

美意識や創造性を

感じ取り、日本の

デザインの歴史や

文 化 に つ い て 考

え、見方や感じ方

を深めている。 

◎目的や機能との調和の取れた洗練された美しさや創造

的な表現の工夫、美意識や創造性をより深く実感してい

る。 

■デザインの目的、機能、調和の取れた洗練された美しさ

について各項ごとに具体例を示し、段階的に理解させ

る。 

◎日本のデザインの歴史や文化について時代背景も踏ま

えながら深く考え、見方や感じ方をより深めている。 

■そのデザインが生み出された当時の社会や人々の様子

を示すなどして興味をもつきっかけを与える。 

態表 主体的に身の回り

のデザインを見つ

め感じ取ったことを

基にした表現の創

造活動に取り組も

うとしている。 

◎主体的に身の回りのデザインを見つめ感じ取ったこと

を基にした表現の創造活動に取り組み、よりよい作品を

生み出す努力を重ねている。 

■身の回りを見直すこと、感じ取ったことを基に表してみ

ることなど、段階的に示し、取り組めるよう支援する。 

態鑑 主体的に作品の造

形的なよさや洗練

された美しさを感

じ取り、作品や美

術文化の鑑賞の創

造活動に取り組も

うとしている。 

◎主体的に作品の造形的なよさや洗練された美しさを深

く感じ取り、作品や美術文化の鑑賞の創造活動に積極的

に取り組んでいる。 

■造形的なよさや洗練された美しさのポイントを示すこ

とにより鑑賞の糸口を与え、作品や文化に興味をもたせ

られるよう支援する。 
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(3) 工芸Ⅰの計画例

ア 題材名 ペアのコーヒーカップを作る

イ 内容のまとまり 「Ａ表現」(2)社会と工芸、「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞及び〔共通事項〕

ウ 題材の目標

(ｱ) 「知識及び技能」に関する題材の目標

・陶芸のもつ性質や用途を吟味して表現することを理解する。(共通事項)

・制作方法や素材、用途の特徴を理解し、自らの計画を基に作品を創造的に表す。

(「Ａ表現」(2)イ)

(ｲ) 「思考力・判断力・表現力等」に関する題材の目標

・使う人の感情にもたらす効果を考え、使いやすく創造的な作品になるよう構

想を練る。(「Ａ表現」(2)ア)

・陶芸のもつ素材や表現の美しさを感じ取り、生活や社会にある造形的な見方

や感じ方を深める。(「Ｂ鑑賞」(1)ア)

(ｳ) 「学びに向かう力、人間性等」に関する題材の目標

・社会的な視点に立って作品を使用する状況を主体的に考え、生活を心豊か

に演出する表現の創造活動に取り組もうとする。

・社会的な視点に立って作品の造形的な美しさを主体的に感じ取り、作者の願

いや制作過程における工夫などについて考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創

造活動に取り組もうとする。

エ 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知 陶芸のもつ性質や 発 使う人の感情にも 態表 社会的な視点に立って作

用途を吟味して表現す たらす効果を考え、使 品を使用する状況を主体的に考

ることを理解している。いやすく創造的な作品 え、生活を心豊かに演出する表現

技 制作方法や素材、 になるよう構想を練っ の創造活動に取り組もうとしてい

用途の特徴を理解し、 ている。 る。

自らの計画を基に作品 鑑 陶芸のもつ素材や 態鑑 社会的な視点に立って作

を創造的に表している。表現の美しさを感じ取 品の造形的な美しさを主体的

り、生活や社会にある に感じ取り、作者の願いや制

造形的な見方や感じ方 作過程における工夫などにつ

を深めている。 いて考え、見方や感じ方を深め

る鑑賞の創造活動に取り組もうと

している。
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オ 題材の指導と評価の計画（８時間）

時 ・学習活動 ＊指導上の留意事項 知 思 態

１～２ ・陶芸の歴史や粘土の特性（可塑性等）について学び、板作 〇

（２時間） りの制作方法を身に付ける（カップを１つ制作する）。

＊石膏型と素地の状況について、常に確認させる。

＊示範作品や配付資料等を用い、生徒の発想を具体化させる

手助けをする（図１参照）。

３～４ ・大きさや構造について考察してデザインし、制作工程表を 〇 〇

（２時間） 作成する。

・ICTを活用し陶芸のデザインや歴史を調べる。

５～６ ・制作工程表を基に制作する。 〇 〇

（２時間）

７～８ ・作品鑑賞と振り返り 〇 〇

（２時間）

※OODAループとはObserve（観察）、Orient（状況判断）、Decide（意志決定）、Act（実

行）の枠組みを基に意志決定し実行するための思考法の１つ。

図１：どこからどこまでがコーヒーカップか？ ① → ② → ③ → ④ → 完成

（配付資料） 図２：制作の流れ（配付資料）

カ 指導と評価の計画（５～６時間目／８時間）

学習のねらい・学習活動 知・技 思 態 留意点・評価方法

●前時の内容を振り返る 技 態表 知・技 自らの計画を

・返却された制作工程表を基に、本時の制作 基に局面に対応しなが

工程をイメージする。 ら丁寧に制作している

かを見取り評価する。

●発想したことを基に創造的に表す（図２参照） 【制作途中の作品】

①石膏型に粘土を巻き付け、接着する。 態表 使用する状況を

②不要部分を切り取る。 考えながら、機能や美

③底面部分の粘土を接着し、乾燥させる。 しさについて考えを深

乾燥中に、ハンドル部分と２個目の制 め、主体的に表現活動

作を始める。 に取り組もうとする態

④石膏型から外し、ハンドルを付けるなど 知・技 態表 度を評価する。

仕上げをして完成させる。 【活動の様子】

鑑賞シートで見取る

取組状況で見取る

総合的な探究の時間で既習の「考えるため

の技法（OODAループ※など）」を活用
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キ 学習指導案（５～６時間目／８時間）

本時の目標：石膏型を用いた制作方法を理解し、計画を立て、ペアのコーヒーカップを制作することがで

きる。

過程 〇学習内容 ・学習活動 ●指導上の留意点 ◆評価

導入 ○本時の確認 ●制作工程表を返却し、制作の

５分 ・事前に必要な道具などを準備しておく。 流れを説明する。

・教員からの指示を聞き、制作工程表を基に本時の制作 ●造形的に困難と思われる表現

工程をイメージする。 等は事前にチェックしておく。

展開 ○石膏型を用いた板作りによるペアカップの制作 ●机間指導を行い、制作の支援

85分 ・石膏型と生地の状況を確認し、制作を進める。生地が をする。

乾燥しないよう注意し、焼成時に破損しないよう、生 ◆状況に対応しながら制作して

地とハンドルの圧着は特に丁寧に行う。 いるかを確認する。

まとめ ○振り返りと後片付け ●制作に関して上手くいったと

10分 ・当初のイメージ通りに制作できたか振り返り、改善箇 ころや難しかったことを考え

所を挙げ今後の制作に活かす。 させ、より深く制作について

・作品を提出し、後片付けをする。 考えられるよう促す。

◆作品を回収し、個々の表現を

見取り評価する。

ク 観点別学習状況の評価例

題材の評価規準 ◎Ａの具体例 ■Ｃへの手立て

陶芸のもつ性質や用途を ◎陶芸のもつ性質や用途を吟味して表現することを理

知 吟味して表現することを 解し、造形的な特徴を基に作品を捉えている。

理解している。 ■示範作品や配付物などの具体例を示し、素材の特徴

をより深く理解できるよう考えさせる。

制作方法や素材、用途の ◎制作方法や素材、用途の特徴を理解し綿密な計画を

特徴を理解し、自らの計 立て試行錯誤しながら作品を創造的かつ丁寧に表し

技 画を基に作品を創造的に ている。

表している。 ■示範作品や実演机間指導等を通して、生徒が表した

いことを整理させる。

使う人の感情にもたらす ◎使う人の感情にもたらす効果を考え、使いやすく創

効果を考え使いやすく創 造的な作品になるよう構想し、PDCAサイクルやOODA

思 造的な作品になるよう構 ループを用いながら綿密な作業工程を立てて制作に

想を練っている。 臨んでいる。
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■構想時に社会や身近な生活等これまでの経験をイメー

ジさせながら考えさせる。

陶芸のもつ素材や表現の ◎陶芸のもつ素材や表現の美しさを感じ取り、生活や

鑑 美しさを感じ取り、造形 社会にある造形的な見方や感じ方を深めている。

的な見方や感じ方を深め ■鑑賞時に他の作品を効果的に取り上げ、機能や美し

ている。 さについて考えられるよう支援する。

社会的な視点に立って ◎社会的な視点に立って作品を使用する状況を主体

作品を使用する状況を 的に考え、生活を心豊かに演出する表現の創造活動

主体的に考え、生活を に取り組み、機能や美しさについて考えを深め、作

態表 心豊かに演出する表現の 品をよりよくしようと表現活動に取り組もうとして

創造活動に取り組もうと いる。

している。 ■制作過程での注意点や素材の特徴に対して改めて気

付きを与え、物の見方や感じ方が深められるよう支

援する。

社会的な視点に立って ◎社会的な視点に立って作品の造形的な美しさを

作品の造形的な美しさ 主体的に感じ取り、作者の願いや制作過程にお

を主体的に感じ取り、 ける工夫などについて考え、物の見方や感じ方を

作者の願いや制作過程 深めようとしている。

態鑑 における工夫などにつ ■表現の学習活動で学んだことと関連させて、作者の

いて考え、見方や感じ 意図や制作表現を感じ取れるよう気付きを促し、鑑

方を深める鑑賞の創造活 賞シートの項目を確認しながら取り組めるよう支援

動に取り組もうとしてい する。

る。
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(4) 書道Ⅰの計画例 

  ア 単元名 漢字仮名交じりの書を通して、文房四宝と書を構成する要素との関わ

りを理解する 

  イ 内容のまとまり 「Ａ表現」(1)漢字仮名交じりの書イ(ｱ) 

「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞及び〔共通事項〕 

  ウ 単元の目標 

   (ｱ) 「知識及び技能」 

・用具・用材の特徴と表現効果との関わりについて理解する。（「Ａ表現」イ(ｱ)） 

・日本及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解する。（「Ｂ鑑賞」イ(ｲ)） 

・書を構成する要素について、それら相互の関連がもたらす働きと関わらせ

て理解する。（〔共通事項〕イ） 

(ｲ) 「思考力・判断力・表現力等」 

・目的や用途に即した表現形式、意図に基づいた表現を捉える。（「Ａ表現」ア(ｲ)） 

・鑑賞に関わる知識を生かしたりしながら、作品の価値とその根拠について考 

え、書のよさや美しさを味わって捉える。（「Ｂ鑑賞」ア(ｱ)、(ｲ)） 

(ｳ) 「学びに向かう力・人間性等」 

・書のよさや美しさを感受し、作品のよさや書の意味や価値について考えなが

ら、幅広い鑑賞の学習活動に主体的に取り組み、書の対する感性を豊かにし、

書を愛好する心情を養う。 

  エ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

・用具・用材の特徴と表

現効果との関わりに

ついて理解している。 

知【表現】 

・日本及び中国等の文

字と書の伝統と文化

について理解してい

る。知【鑑賞】 

・目的や用途に即した表現形

式、意図に基づいた表現を

捉えている。思【表現】 

 

 

 

・鑑賞に関わる知識を生かし

ながら、作品の価値とその

根拠について考え、書のよ

さや美しさを味わって捉え

ている。思【鑑賞】 

 

・漢字仮名交じりの書

の特質に基づく幅広

い表現の学習活動に

主体的に取り組もう

としている。態表 

・書のよさや美しさを

感受し、作品のよさ

や書の意味や価値に

ついて考えながら、

幅広い鑑賞の学習活

動に主体的に取り組

もうとしている。 

 態鑑               

  オ 単元の指導と評価の計画（６時間）  

時 ねらい、学習活動 知 思 態 

 

 

１～２ 

(２時間) 

・本単元のねらいを把握する。 

・書道室にある文房四宝とその特徴を確認する。 

・文房四宝に関する DVD 鑑賞をする。 

・文房四宝について、タブレット等を活用し、よ

り深めていきたいものを１つに絞り、調べ学習

をする。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

【探究のプロセス】 
課題の設定、情報の収集 
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・日本及び中国等との書を取り上げ、焦点を当て

た文房四宝と表現効果や風趣との関わりについ

て調べ、考察する。 

 

 

３～４ 

(２時間) 

・焦点を当てた文房四宝ごとにグループをつく

り、調査内容を共有・協議し、焦点を当てた文

房四宝と表現効果や風趣との関わりについて考

察を深める。 

・グループごとに、調査内容と考察をまとめ、発

表準備をする。 

○  ○ 

 

  

 

 

 

５～６ 

(２時間) 

・グループごとに、調査内容と考察を発表する。 

・他のグループの発表内容から得た新たな書に関

する見方、考え方をワークシートに記述する。 

・中野北溟「ふるさと（海）」の作品を鑑賞し、文

房四宝と書を構成する要素とを関連付けて、そ

の書の美しさや、よさを捉えワークシートに記

述する。 

・今回の単元を通して、文房四宝と表現効果との

関わりについて、新たに得た書に関する見方、

考え方を今後の作品制作にどのように生かした

いかワークシートに記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 ○ 

カ 学習指導案（３～４時間目/６時間中） 

活

動 

の 

流

れ 

時 

 

間 

ねらい 

学習活動 

指導上の 

留意点 

評価の方法 

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

「観」活動の様子 

「ワ」ワークシート 

知 技 思 
態

表 

態

鑑 

 

 

導 

 

入 

 

 

１

０

分 

・本時の目標を把握

し、前時との繋がり

を確認し、本時の活

動の見通しをもつ。 

・本時の目標を伝え

るとともに前時の

学習を想起させて

繋 が り を も た せ

る。 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

８

０

分 

 

 

・同じ分野を選択した

生徒で、グループを

構成し、各自調べた

ことを伝え合い、グ

ループ内でシェア

する。 

 

 

・１グループが４名

程度となるよう、

人数のバランスや

前時の調べ学習の

状況を考慮してグ

ル ー プ を 構 成 す

る。 

 

ワ 

◎ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

観 

◎ 

ワ 

● 

 

 

 

 

 

対話によって自分の
考えを広げたり、深
めたりする場面 

【探究のプロセス】 
整理・分析 

【探究的な学び】 
見方、考え方を働かせる 

【探究のプロセス】 
まとめ・表現 

【教科等横断的な学習】 
他教科・他科目との関連 
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・グループに配布され

た模造紙に、学習を

通して気が付いた

こと、課題や将来性

などを思考しなが

ら、まとめる。 

 

 

・筆・墨・硯・紙と日

常の生活との結び

付き、社会との関連

について、幅広い視

点から考察する。 

・タブレットを活用

させながら、多角的

な視点をもたせら

れるよう、関連付け

られるカテゴリー

を伝えるなど配慮

する。 

 

・個人のワークシー

トに、社会や生活

（伝統・文化）等に

関連付けた考えを

記述するよう示唆

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観 

◎ 

 

 

 

 

 

観 

◎ 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

１

０

分 

・次時の発表活動に向

けて、司会者・発表

者等を決める。 

・全員で取り組むこ

とを前提に自己の

役割・当事者意識

をもつよう再確認

させる。 

   観 

◎ 

 

 

 

キ 観点別学習状況の評価例 

評価の観点と単元の評価規準 

○「おおむね満足である」状況（B）の例 

◎「十分満足できる」状況（A）の例 

◆「努力を要する」状況（C）と判断され

る生徒への手立て 

 

 

 

 

 

知

識 

・ 

技

能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知 

 

 

 

・用具・用材の特徴と表現

効果との関わりについて

理解する。【表現】 

 

○用具・用材の特徴と表現効果との関わ

りについておおむね理解している。 

◎上記に加えて、前時の DVD 鑑賞から、

調べたことを文字化・言語化したりす

る活動を通して、実感的に理解してい

る。 

◆DVD やタブレットを活用するなどして

して振り返らせ、理解できるよう支援

する。 

・日本及び中国等の文字

と書の伝統と文化につい

て理解している。【鑑賞】 

○日本及び中国等の文字と書の伝統と文

化について、おおむね理解している。 

◎上記に加えて、鑑賞から、調べたこと

を文字化・言語化したりする活動を通

して、実感的に理解している。 

◆DVD やタブレットを活用するなどして

して振り返らせ、理解できるよう支援

する。 
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思

考 

・ 

判

断 

・ 

表

現 

 

 

 

 

 

 

 

 

思 

・目的や用途に即した表

現形式、意図に基づいた

表現を捉えている。 

【表現】 

 

 

 

 

○目的や用途に即した表現形式、意図に

基づいた表現について、おおむね味わ

って捉えている。 

◎上記に加えて、文房四宝の目的や特徴

を実感的に味わって捉えている。 

◆目的や用途に即した表現形式、意図に

基づいた表現について、これまでの知

識と関連させたりするように促す。 

 

 

 

 

 

・鑑賞に関わる知識を生

かしながら、作品の価

値とその根拠について

考え、書のよさや美し

さを味わって捉えてい

る。【鑑賞】 

 

○鑑賞に関わる知識を生かしながら、書

のよさや美しさについて、おおむね味

わって捉えている。 

◎上記に加えて、作品の価値とその根拠

について考え、書のよさや美しさを味

わって捉えている。 

◆書作品を通して得た感想を参考にした

り、これまでの知識と関連させたりす

るように促す。 

 

 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

 

 

 

 

 

態表 

 

・漢字仮名交じりの書の特

質に基づく幅広い表現

の学習活動に主体的に

取り組もうとしている。 

○漢字仮名交じりの書の特質に基づく幅

広い表現の学習活動について、粘り強

く取り組もうとしている。 

◎上記に加えて、幅広い表現活動に主体

的に取り組み、漢字仮名交じりの書を

深く味わおうとしている。 

◆既得の知識を生かして、主体的に臨め

るよう支援する。 

 

 

 

 

態鑑 

・書のよさや美しさを感

受し、作品のよさや書の

意味や価値について考

えながら、幅広い鑑賞の

学習活動に主体的に取

り組もうとしている。 

 

○書のよさや美しさを感受し、幅広い鑑

賞の学習活動に、粘り強く取り組もう

としている。 

◎上記に加えて、作品のよさや書の意味

や価値について深く考えようとしてい

る。 

◆学習した、文房四宝から、自身の取組

を振り返らせ、既得の知識を生かして、

主体的に臨めるよう支援する。 

 


